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巻頭言

ゴミの話はおもしろい！
中西進泰（地域奉仕・環境事業主査）

ゴミは、人が生きている限りは必ず出るものであり、人類の歴史

が始まってからずっと何千年と続く問題であると言えます。発掘

される遺跡は、貝や土器など生活の跡のゴミが残されたものとい

え、それらのゴミはごく近年まで、捨てられるか、埋められるかし

てきました。ところがプラスチックの出現で、大量生産、大量消費、

使い捨て文化が根付くと様相が一変して、山間部に投棄したり

埋め立てたりするだけでは地球はゴミだらけになってしまう・・・何

千年とそのように処理されてきたのに、それがプラスチックの出

現で大きく変わったのです。「焼却する」という手法の選択は行

政にとって大きな転換でした。東大阪市でも焼却工場ができて

今年でわずか６0年の歴史であり、人類の長い歴史から見ると、

劇的な変化と言える「焼却」からわずかの時しか経過していない

ことは驚くべきことです。

ゴミ問題は、暮らしに身近な問題であり、行政が市民と協働し

やすい分野で、小さな努力の積み重ねで大きな成果が出てわか

りやすいと言えます。また国の法律の範囲内で、自治体が条例

や規則で自由に内容を決めることができ、その点では非常に自

治体格差が出やすい分野といえるのではないでしょうか。だから

ごみの話は面白い！

今年度と来年度の２年間、地域奉仕環境事業主査を拝命しまし

た。ぜひワイズの皆さんにもゴミの問題の面白さをわかっていた

だき、少しでも持続可能な社会を作るお手伝いが出来たらいい

な、と考えています。

2025~2026年度 主題

クラブ 主題 ボランティアのバトンをつなげよう クラブ会長 横田憲子（大阪河内）

阪和部 主題 平和な競争のある世界をめざして 阪和部長 遠藤道寛 （大阪泉北）

西日本区主題 世界中の仲間とYYYライフを楽しみましょう 西日本区理事 中井信一（奈良）

国際 主題 Faith, Love, Action「信念、愛、行動」 国際会長 エドワード・オン(シンガポール)

アジア地域主題 「信念と愛を持って行動しよう!」 アジア太平洋地域会長田上正( 熊本むさし)

【12月例会プログラム】

日時：2025年12月20日（土）

12：00～13：00

会場：サンホーム６階C研修室

司会 中西伸子

開会点鐘 横田会長

ワイズソング 一 同

ゲスト・ビジター紹介 司会者

聖句拝読 望月治子

会長の時間

インフォメーション 該当の方

及びメッセージ

誕生祝 該当の方

ニコニコアワー メネット

クリスマス献金

YMCAの歌 一 同

12月の聖句（2025年）
このように考えていると、主の天使が夢に現れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れず妻マリアを迎え入れなさい。マリ

アの胎の子は聖霊によって宿ったのである。マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。この子は自分の

民を罪から救うからである。」マタイ1:20-21

【本文】

神様の計画を計り知ることは出来ません。時として神様は人の常識を遙かに超えたことを行います。婚約者マリアの妊

娠もその一つです。この時、人は自分の考えを基に行動をとります。しかし、人間の行いには限界があります。本当の

救いは限界が無い神様の愛から発生するのです。

日本基督教団 小阪教会 牧師 中西 真二



半世紀にわたり、継続会員を維持できたのは、スタッフ

の方々をはじめ、多くの方々との出会いと語らいにより成

就できたものです。心より感謝申し上げます。 今後とも

よろしくお願いいたします。 丸尾欽造

１１月例会報告

記録 正野忠之

▼開催日：2025年11月12日18：30～20：00 ▼会場：YMCA

サンホーム１階ロビー ▼出席者：ゲスト：小野元裕（日本ウクライ

ナ文化交流会会長）、小野AKI（ご夫人、歌手）、中村好克、日高

正之（中西ワイズご友人）（東大阪ごみを考える会代表）、ビジ

ター：東 正美（和歌山、国際・交流事業主査）、松野五郎（大阪泉

北、阪和部会計）、山田理學（大阪泉北、会長）、以下和歌山紀の

川 坂本 智（会長）、金城清輝、向井正隆（次期阪和部部長）、向

井千恵子（新年合同例会実行委員長）、平山裕次郎。

大阪河内：横田憲子、丸尾欽造、藤井敬子、望月強、望月治子、

中西進泰、大塚由実、正野忠之、中西進泰、 以上22名（敬称

略）

▼本日の司会は大藪暢子特別メネット。定刻に始まりました、今月

は13名のゲスト、ビジターを迎え、いつものサンホームロビーは賑

わいました。横田会長による開会点鐘、ワイズソング斉唱に続き、

丸尾初子メネットによる聖書朗読、ゲスト、ビジターの紹介があり、

お招きした宇野元裕氏によるウクライナの話をお聞きしました。ワイ

ズ、中西ワイズの知人、友人等２０名を超える参加者により熱気に

満ちています。▼卓話は１時間にわたる熱のこもったお話となり、

参加者は耳を傾けていました。Aki奥様が映像などのフォローをさ

れていました。ウクライナとロシアの歴史的関係が知れ、２０２２年２

月２４日の軍事侵攻に至る流れもよくわかりました。殺戮の歴史、

事実は筆舌に尽くしがたいものがあります。最後に奥様がウクライ

ナ国歌を熱唱いただき卓話の時間は終了しました。▼会長の時間

では、阪和部第２回評議会の報告がありました。大阪泉北クラブの

松野ワイズが新たな阪和部会計として着任されるとのことです。ま

た来年の西日本区大会（奈良開催）に準備委員としてクラブから１

名参加しますが、私が決まっています。１２月６日の準備ミーティン

グから参加します。▼予定時間が超過しましたが、大勢の参加者

を得た１１月例会は賑わいの中、終了しました。▼例会終了後、前

月に続き、ファミリーレストランで食事会が催され、横田会長、中西

さん、藤井さん、東さんと私、和歌山紀の川クラブの皆さん、小野

ご夫妻と南條様が参加しました。▼多くの参加者を得た例会が１０

月、１１月と続き盛り上がりました。これからもこのような例会が続け

ばいいなと感じました。

12月 西日本区強調月間

CE
「すべての人を一つにしてください。」ヨハネによる福音書17章21節。YMCAとワイズメンズの理想主義を愚直に掲げ、

クラブ内外に発信しながら奉仕しましょう。 藪 秀実 クリスチャニティー委員長（近江八幡）

ＩＢＣ・ＤＢＣ締結しているクラブ同士で交流を深め、共同事業を検討しましょう。締結を考えているクラブは他クラブ
を訪問し、交流を深めましょう。 中西 賢一 国際・交流事業主任（熊本にし）

大阪ＹＭＣA大会２０２５報告 横田憲子
場所 土佐掘ＹＭＣA2階

出席者 大塚担当主事 藤井敬子、丸尾欽造 望月強、

望月治子、横田憲子

出会いと語らいの場を大切にと言うテーマをテザインに

してＹＭＣAに関わる世代を超え多様な人たちのホラン

ティア 留学生 学生 スタッフと共に大きな輪を作り、

交流を広げられる機会である。

総合司会は、ユース委員会の高田智大さん 宮前瞳さ

んで、開会宣言は委員長の湯浅偵也さん 岩坂二規

会長のメッセージで始まる。

今回の表彰は、河内クラブから 特別感謝表彰の藤井

敬子メンは喫茶ボランティアとサンホーム入所選考委

員会の外部委員で貢献されている、そして特別献金感

謝として、クラブ創立５０周年記念の寄付。永年継続会

員表彰では、大塚由実主事（25年）、 丸尾欽造メン

（50年）でした。望月強メンは51年継続です。

次の語らい広場では7グループで話して見つける私た

ちの活動に参加した。ちなみに横田はユースリーダ活

動報告ではリーダとなって楽しい経験をさせてもらい充

実感がある話があった。

もう1つは水都国際中学高校生の 廃棄野菜で子ども

たちに笑顔をというテーマです。みかんの皮を鍋で炊

いて、アロマや油汚れの洗剤液やレジンでかためた箸

置き、ボタンなどきれいな作品をクリスマス献金として販

売していた。

今回ではワイズメンクラブコーナーで中西部と阪和部

の部長が満席の男性に活動報告をされていた。和や

かな雰囲気でした。



この様な 出会いをいただ

き 感謝しております。

これからも よろしくお願い

致します。藤井敬子

25年継続会員の表彰をいただきありがとうございます。

私自身、25年の歩みを振り返る素晴らしい機会となりま

した。これからも会員として、皆さんと出会い、語り合い、

ともに歩んでいきたいと思います。大塚由実

はじめてのホストファミリー体験記

正野忠之

１枚のチラシが目にとまりました。「ホストファミ

リー募集」・・・常日頃、ワイズメンズクラブとして

関わりのあるＹＭＣＡA学院高校のスタッフさんから

でしたので、恩返しになればと前向きに検討すること

にしました。妻が実家のある広島にいて部屋が使える

こと、仕事を退いていましたので時間があることなど

条件も整い受けることにしましたが、そこからは当日

まで１か月と少し、２月にゲストスピーチを予定して

いる町矢真美さん、南YMCAでかつて活動を共にしたス

タッフさんなどのお世話になりながら準備してきまし

たが、なんせ外国人を自宅に受け入れるのは初めてで、

しかも狭いマンションの我が家。無事に役目を終えて

１週間ほどドっと疲れが出るくらいに神経を使いまし

た。その上、１名が２名に。当日、インド人とアフリ

カ人の２名とわかり、さらに緊張が高まりました。当

日のことは次号でご報告しようと思いますが、私のワ

イズ人生でかけがいのない体験をさせていただいたと

思います。ＹＭＣＡっていいな、すごいなと改めて思

う機会でもありました。諸先輩が経験されてきたホス

トファミリーの凄さを改めて感じる体験でもありまし

た。また、期間中に大阪河内クラブで交流会をもって

いただきました。二人とも感謝を何度も言っていまし

た。紙面をお借りしてお礼申し上げます。

アジア系インド人のケイワンと西アフリカ、リベリ

アからやってきたロバートはともに敬虔なクリスチャ

ン。特にケイワンは農業を担うリーダーとして地元の

教会から支援を受けてです。大事なことを申し忘れて

いましたが、彼らの留学先は栃木にあるアジア学院。

約９か月の留学で農業技術を学びます。その集大成と

して栃木から関東近郊、三重県と移動し、11月14日に

大阪南YMCAへやって来ました。その後、11月23日にア

ジア学院へ帰還。12月16日に本国へ旅立つと聞いてい

ます。私たちがホストファミリーをしたのは、11月14

日からの2泊3日です。次号へ。

12/15 アジア学院留学生と交流食事会を開催

【 2025-2026年度第6回役員会報告 】

書記：丸尾欽造

開催日 時2025年11月19日（水）18:30～20：30

会議場：YMCAサンホーム 1階ロビー

出席者：横田憲子、中西進泰、大塚由実、望月強、正野忠

之、丸尾欽造、以上6名

【協議事項】

1.12月例会・強調月間「CE」（キリスト教精神の理解）

日時：2025年12月20日(水）12：00～13：00

会場：サンホーム6階C研修室 （軽食準備・藤井敬子）、司

会：中西伸子、開会点鐘：横田憲子、ワイズソング：一同、ゲ

スト・ビジター紹介：司会者、聖句拝読：望月治子、会長の

時間、横田憲子、誕生日お祝い：大塚恵子（12/5）横田允

宏（12/25）、インフォーメーション：当該者、閉会点鐘：横田

憲子。（終了後、サンホームクリスマス会へ移動し、バザー

等のボランティア活動）

【確認事項】

1.ブリテン1月号原稿担当

巻頭言：横田憲子、12月例会報告：丸尾欽造、役員会報

告：丸尾欽造、サンホーム・YMCA関連：大塚由実、国際・

西日本区関連：横田憲子、出欠月次表：望月強、月間予定

表：丸尾欽造

【審議事項】

1. 「障がい者作品展」取り組みについて

既決事項：実行委員長・中西進泰、会場:東大阪市民美

術センター、開催日:2月25日～3月1日。予算額については

￥150,000とした。作品応募要項に関する事案等は、次回

役員会（12月10日）にてまとめる。

2. 「Ys×SDGs Youth Action2026」プログラムの取り組みに

ついては、現時点で対象となるグループ発掘は望めない。

3.ジャガイモファンドについて

クラブ内での取扱分に対する単価は￥2，000とする。

4. 2月例会日（2月11日（第二水曜日・祝）は祝

日ため、2月10日（火）に変更する。

【連絡・報告事項】

1.大阪YMCA会員大会

開催日：2025年11月24 日（祝・月）

会 場：大阪YMCA会館 （要登録）

2.阪和部新年合同例会 （1月第1例会とする）

開催日：2026年1月18日(日)11：30～15：00、

会場：ホテルグランビア和歌山

登録費：￥12，000

出欠の連絡は正野忠之まで。

3．第2回阪和部評議会報告は、別紙または別掲に

て表示する。 以上



　

　

大阪河内クラブ12月-1月予定表

12月10日（水）大阪河内役員会

12月20日(土)大阪河内第1例会 12：00-13：00

サンホームクリスマス会

1月18日(日) 阪和部新年合同例会

（ホテルグランヴィア和歌山）

1月21日（水）大阪河内役員会

正会員
功労

特別メ
出席者 メークup 出席率 メネット ゲスト ビジター 例会出席

ニコニコ

月額

ニコニコ

累計

7 2 7 0 100% 1 6 4 17 15,000 15,000

10月

河内クラブゆうちょ銀行口座
郵便局からは・・記号14130 番号07193291

他の銀行からは・・店名 四一八 店番418

（普） 口座番号 0719329

口座名 オオサカカワチワイズメンズクラブ

【阪和部第2回評議会報告：（ダイジェスト）】

報告：横田憲子 ：2025年11月3日（月・祝）場所：大

阪南ÝMCA ・大阪YMCA報告：ミヤンマーマンダ

レーYMCAに震災募金報告142万円。ユース安全募

金報告48万円。チャリテイーラン募金227万円。 クリス

マス献金目標額600万円。千羽鶴は長崎に届けられ

た。議事報告：1号議案・第1回評議会議事録案、 2

号議案・阪和部部会剰余金から10万円を大阪YMCA

に寄付、残金は一般会計に繰入れの件、3～5号議

案：部則細則訂正の件、6号議案：2024/2025年度阪

和部決算報告、7号議案：松野五郎ワイズ（大阪泉

北）の阪和部会計就任の件、8号議案：次次期部長

の立候補締切日は2025年12月31日迄とする件。以

上8議案は原案通り承認されました。

西日本区大会準備委員会報告：第1回準備委員会日

程は、12月6日(土)、奈良YMCAにて開催される。各

クラブより1名が出席のこと。詳細は当日、濱田勉実

行委員長より示される。・その他報告：評議員として、

それぞれの立場で報告がなされた。尚、この報告は

正式な議事録に基づくものではありませんのでお含

みください。 以上。

【YMCA ニュース】

大塚由実

YMCAサンホームは、意岐部中学校にて毎年11月に開

催する「意岐部フィエスタ」に参加しています。今年度は、

意岐部及び意岐部東小学校6年生を対象に、福祉の魅力

を伝える「夢つくり体験講座」を実施しました。この体験講

座をきっかけに、将来、私たちとともに歩む仲間が増えるこ

とを願っています。また、毎年恒例となっている「クラフト

コーナー」やYMCAサンホーム食生活創造室でつくる「手

作りプリン」販売も実施し、地域の来場者からは大変好評

でした。当日は好天に恵まれ、YMCAサンホーム入居者

の方々も参加し、地域の皆さんとともに楽しいひと時を過ご

しました。

これからもYMCA諸活動へのあたたかいご支援とご協力を

よろしくお願いいたします。

☆第379回早天祈祷会☆

日 時： 2025年12月19日（金）7：30～8：30

証 し： 錦織 一郎（にしごり いちろう）さん（大阪YMCA

会員／社会福祉法人大阪YMCA理事）

場 所： 大阪YMCA会館 10階チャペル（大阪市西区土

佐堀1-5-6）

参加費：300円

※中止の場合は大阪YMCAホームページ「NEWS 新着

情報」でお知らせいたします。

☆ユースリーダーの日の集い☆

日 時：2025年12月23日（火）

一部 礼拝 18:30～19:00

二部研修会 19:00～20:30

会 場：大阪 YMCA 会館 2階ホール

この集いは、「ユースリーダー安全支援金」の支援プログラ

ムの一つとして位置づけられており、ユースリーダーが安全

を創り出す知識と判断力を身につけ、安全を最優先とした

働きができるように実施します。「生命」と「安全」の大切さを

確認するとともに、ユースボランティアリーダーがコミュニ

ケーションや互いに尊重し合うことの重要性を考える機会

です。本集いは、一般の方や会員の皆さまにもご参加いた

だけます。学びと交流のひとときを共に過ごせますことを、

心より楽しみにしております。皆さまのご参加を心よりお待

ちしております。

☆クリスマス献金ご協力のお願い☆

大阪YMCAでは、クリスマスを迎えるこの時期に、一人ひと

りのいのちが大切にされる豊かな社会を創り出すための「ク

リスマス献金活動」を行っております。皆様からのクリスマス

献金を用いて、国際協力・難民や災害救済復興活動・地

域奉仕活動を実施いたします。本年度もご協力を心よりお

願いいたします。

正会員
功労

特別メ
出席者 メークup 出席率 メネット ゲスト ビジター 例会出席

ニコニコ

月額

ニコニコ

累計

7 2 7 0 100% 2 7 4 22 0 15,000

11月

◇むすび◇

今年度の大阪YMCA大会で大阪河内クラブと３名のメン

バー、担当主事が受賞されました。50周年の年に名誉な

ことです。丸尾さん、藤井さん、大塚さん、おめでとうござ

います。


